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本稿では，小学校外国語科について，教科書のパフォーマンス課題の検討を通して，求められる資

質・能力をより具体的に明らかにし，授業づくりや評価において求められる工夫を浮き彫りにするこ

とを目的とした。パフォーマンス課題は「コミュニケーションの目的や場面・状況」を具体的に設定

し，そこで相手意識を持って自分の考えや気持ちを伝え合うことができる力を具体化したものであ

る。教科書や指導書からは，そうした課題から逆向き設計する単元構成や，目標を明確化・共有化す

るための評価におけるルーブリック活用が示されていた。また，児童の変容を捉えるために必要な具

体的な指導が浮き彫りになった。
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1．はじめに

本稿では，小学校外国語科について教科書の

単元構成のあり方，そして単元の後半に設定さ

れたパフォーマンス課題の検討を通して，小学

校外国語科で求められる資質・能力の内容をよ

り具体的に明らかにすること，そして授業づく

りや評価において求められる工夫を浮き彫りに

することを目的とする。

2017年告示の新学習指導要領（2020年度より

施行）において，小学校5，6年生において小学

校外国語科が教科として導入され，合わせて小

学校3，4年生に外国語活動が導入された。そこ

で強調されているキーワードは，以下の2点で

あるといえる。すなわち，第一に「コミュニ

ケーションを行う目的や場面，状況などに応じ

て」という真正の，ほんものの状況設定を意識

するということ，そして第二に，「言語活動を

通して」指導を行うということである。そして

この2つのキーワードは，小学校外国語活動・

小学校外国語科をはじめとして，中学校外国語

科（2017年告示）および高等学校（2018年告

示）において，一貫して同じ文言が用いられて

いることから，外国語（英語）教育のもっとも

重要な軸として位置づけられていると考えられ

る。

では，具体的に，目的や場面，状況などに応

じて，言語活動を通した外国語教育を行うとい

うことはどのようなことだろうか。そこで求め

られている資質・能力とはどのような力なのだ

ろうか。とくに目標の3つの柱「知識・技能」，

「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう

態度，人間性」のうち後者2つをどのような力

として設定しているのかを検討していく必要が
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（2）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で簡単な事柄について，聞いたり話した
りするとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意
識しながら書いたりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

図1 新学習指導要領における目標 (2）（抜粋)

(文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語活動・外国語編』，2017年，p.71)

ある。そしてその検討は同時に，2020年より導

入された評価の3観点に即して，とりわけ「思

考・判断・表現」および「主体的に学習に取り

組む態度」の観点でどのような力を評価しよう

としているのかを検討することにもなる。具体

的にどのような評価を行えばよいのかという評

価の視点から，授業づくりで意識すべきポイン

トも検討していかねばならない。

そこで，本稿では，2017年告示の小学校学習

指導要領の目標や重要なキーワードを確認した

のち，学校現場で2020年度より使用されている

小学校外国語科の教科書を分析していく。その

際には，とくに単元構成や単元最終に設定され

た大きな活動，すなわち「パフォーマンス課

題」（「様々な知識やスキルを総合して使いこな

すことを求めるような複雑な課題｣1)）につい

て分析を行い，具体的にどのような資質・能力

が求められているのかを分析する。さらに，そ

うした資質・能力の育成を評価する手立ての検

討や，授業づくりのポイントを浮き彫りにす

る。

なお，学校現場ではすでに市原（2016)2) や

泉ら（2018)3) などによって，1単元や複数単

元を踏まえて，これまで学習してきた語彙や表

現を，目的や場面，状況等に応じて活用する課

題としてパフォーマンス課題を設定することに

よって授業で育成する資質・能力を明確にする

とともに，かつ具体的な評価基準（ルーブリッ

ク）を定めることによって，評価をより客観的

に，明確に行おうとする実践が積み上げられて

いる。

本稿では，こうした研究・実践の積み重ねが

凝集されたものとしての教科書を分析すること

によって，改めて小学校外国語科で育成すべき

資質・能力の具体と，評価の工夫やあり方につ

いて求められている現状，そしてこれからさら

に必要となる点について吟味していきたい。

2．｢言語活動」を軸とした単元構成のあ

り方

（1）「言語活動」の位置づけ

はじめにでも少し述べたように，新学習指導

要領では，小学校，そして中学校・高等学校を

貫く外国語科の議論がなされてきた。学習指導

要領改訂に先立つ議論においては，「『英語を

使って何ができるようになるのか』という観点

から一貫した教育目標を設定し，それに基づ

き，英語を『どのように使うか』，英語を通し

て『どのように社会・世界とかかわり，よりよ

い人生を送るか』という観点から，児童生徒が

主体的に学習に取り組む態度を含めた学習・指

導方法，評価方法の改善・充実」が求められ

た4)。そして，外国語科の「見方・考え方」は

以下のように示された。すなわち，「外国語で

表現し伝え合うため，外国語やその背景にある

文化を，社会や世界，他者との関わりに着目し

て捉え，コミュニケーションを行う目的・場

面・状況等に応じて，情報や自分の考えなどを

形成，整理，再構築すること」というものであ

る。したがって外国語教育では，コミュニケー

ションが展開される現実の文脈において，その

目的・場面・状況に応じて，とくに，情報や自

分の考えなどを伝え合うことが主要な活動に

なっている。

こうした「見方・考え方」にたち，小学校外

国語科では，次のような目標が掲げられている
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（図1）。思考力・判断力・表現力等を示す目標

として，「コミュニケーションを行う目的や場

面，状況などに応じて」という文言が入ってい

ることが確認できる。

さらに，もう一点，「言語活動を通して」指

導を行うことが小中高一貫して示されている。

2017年に刊行された『小学校外国語活動・外国

語科研修ガイドブック』においては，「実際に

英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合

う｣5) と明確に定義されている。重要なのは，

「情報を整理しながら考えを形成する」ことや，

「自分自身の考えや気持ちを伝え合う」活動と

あるように，英語に関する「知識及び技能」が

活用された「思考力・判断力・表現力」として

自分の思いや考えを持ち，伝え合う活動が「言

語活動」であるとされたということである。

このように，小学校外国語科においては，よ

り現実のコミュニケーション場面を意識するた

めに「コミュニケーションの目的や場面，状

況」を設定した上で，「実際に英語を使用して

互いの考えや気持ちを伝え合う」言語活動をと

くに重視していることがわかる。そして，こう

したコミュニケーションの力をとくに「思考

力・判断力・表現力等」の具体的な姿として捉

えている。

（2）「パフォーマンス課題」の設定

次に，小学校，中学校，そして高等学校で

は，具体的にはどのような言語活動が想定され

ているのか触れておく。

小学校では「馴染みのある定型表現を使っ

て，自分の好きなものや，家族，一日の生活な

どについて，友達に質問したり質問にこたえた

りできるようにする」，中学校では「短い新聞

記事を読んだり，テレビのニュースを見たりし

て，その概要を伝えることができるようにす

る」という目標が示されている6)。このよう

に，日常生活から社会問題・時事問題など，幅

広い話題について，基礎的な語彙や表現の習得

を踏まえて，それらを活用した言語活動を行う

ことが求められる。

しかしながら，このような言語活動を中心と

した授業を行うためには，従来の単元構成（各

課のユニットごとに一時間を使って語彙や表現

の確認と音読，そして内容読解で終わる毎時間

のルーティン）では結局のところ，最終的に求

められる資質・能力に届くことはむずかしい。

そこで，単元の最終段階には，実際に新聞記事

やニュースを扱い，その概要をまとめる課題

（パフォーマンス課題）を設定することが求め

られる。（たとえば，「『世界の中の日本』とい

うテーマで英語でクイズを作ろう」，英語の

ニュースから，日本の特徴（生産物が世界で何

位かなど）を聞き取り，小集団で協力してクイ

ズを作り，発表するという実践がある7)。）習

得した基礎的な知識や技能を現実の文脈で活用

したり，またその課題に立ち向かうことを通し

てもう一度基礎を学び直したりすることを通し

て，目的や相手に応じて英語を活用して用いる

という，最終課題の設定が不可欠となる。

（3）単元構成のあり方と評価

では，具体的にどのような単元構成で授業づ

くりを考えていけば良いのだろうか。

まず，小学校外国語科（移行期）教材であっ

た文科省作成の『We Can！』に基づいて，

求められる単元構成を見てみたい（図2）。たと

えば，『We Can! 1』Unit3（What do you have

on Monday?）であれば，まず①「導入（新し

い表現に出合う活動）」として，世界の学校や

学習の様子を見たり（Let’s watch and think），

単元のおわりに設定されたゴール（目標）を知

り，そのために必要な新しい表現に出合う時間

である（紙面見開き1ページめ）。

次に，②「語彙や表現に慣れる活動」が位置

づけられている（Let’s listen やLet’s chant,
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2

図2 小学校外国語活動における単元構成の流れ

（逆向き設計)

(文部科学省『小学校外国語活動・外国語研修ガイド

ブック』2017，p.176より筆者が図表化。)

Let’s play）。日本や海外の人物の日々の時間

割を聞く活動を中心として，語彙や基本的な表

現について，たくさん聞いたり発話をしたりす

ることを促すゲーム的な活動（遊びではなく，

意図のあるもの）が位置付けられている。

そして，自然と楽しめる，意味のある練習を

踏まえて，③「表現（やり取り）により慣れる

活動」が組まれる（Activity 1，Let’s watch

and think 3）。たとえば，教師の一日の理想的

な時間割を聞き，自分の1日の時間割を考えて

やり取りする活動である。②の練習的な位置づ

けを超えて，より相手と伝え合うことを目的と

した活動のなかで，語彙や表現に必然的に慣れ

親しむことがめざされている。発話に不安が残

る部分も，学び合うなかで定着されていく。

最終的には，④「友達と協力して課題を達成

するコミュニケーション活動」が設定される

（Activity 2）。より大人数（クラス全体など）

のコミュニケーション活動や，プロジェクト活

動（発表や作品作りなど）が単元の最後に設定

されているものもある。この単元では，グルー

プで夢の時間割を作り，発表するという課題と

なっている。①から③を通して慣れ親しんでき

た語彙や基本的な表現を活用して，最終的な活

動を成し遂げるのである。なお，この④の活動

で求められることが，単元の目標にある「○○

することができる」と対応する。

このような単元末のパフォーマンス課題は，

他にも「自分のヒーローを紹介しよう」「行き

たい国とその理由を伝え合おう」といった，自

分自身にとっての特別な（specialな）ことが

ら・ものを伝え合う課題が設定されている。

実は，これまでの実践や研究の蓄積により，

外国語活動・外国語科ではすでに「最終的にど

のように英語を使うのか」，「ゴールとしてどの

ような子どもの姿を想定するのか」を定め（目

標の明確化），そこから単元を構成する「逆向

き設計」の考え方が浸透してきているといえ

る8)。児童の学びとしては①から④（ゴールの

姿，パフォーマンス課題）の道筋となるが，教

師はまず④で求められる姿を設定し，そこから

逆向きに，「基礎となる知識や表現は何か」，

「それをどのような活動を通して慣れ親しませ

るか，自己表現させるか」を吟味し，②，③と

位置付けていく。①の導入では，そうした基礎

的な知識・技能をどのような真正な場面で出会

わせるかを吟味し，最終の課題（④）を知らせ

て単元の学習の見通しを持たせる。

このように，育てたい資質・能力を吟味し，

単元での学習のゴール（到達目標）を明確化

し，そこから逆に授業を設計していく単元設計

のあり方（「逆向き設計論」）が求められてい

る。

さらに，評価については，こうした大きな単

元構成と授業の流れを踏まえて，観点と評価の

時期・方法を考える必要がある。国立教育政策

研究所『「指導と評価の一体化」のための学習

評価に関する参考資料』（2020）に即して検討

すれば，上述の図2における①や②には，主に

「知識・技能」の観点が位置づく。語彙につい

てのクイズやそこでのワークシートの書き込み

の様子から児童の理解度を見ることができる。

佛教大学教育学部学会紀要 第20号（2021年３月)

14



そして主に③，④においては，相手や他者への

意識を持ちながら学習した語彙や表現を実際に

活用しているかどうかを実際に見取ることがで

きる。とくに④は，これまでの学習事項を組み

合わせたコミュニケーション活動（パフォーマ

ンス課題）が行われるため，「思考力・判断

力・表現力」を評価する絶好の機会となる。ま

た，「主体的に学習に取り組む態度」について

も，最終の活動における相手意識を大切にした

工夫や課題に向かっていく姿勢を中心に評価す

ることが求められる。

以上で見てきたように，とくに小学校外国語

科で育成すべき資質・能力は，単元最終のより

現実的な文脈におけるコミュニケーションの課

題「パフォーマンス課題」として設定された活

動に具体化されている。そのため，この単元最

終の課題「パフォーマンス課題」をより詳細に

検討し，どのような児童の姿が求められ，ある

いは評価されようとしているのかを具体的に吟

味していくことが，これからの授業づくりのさ

らなる改善へとつながるだろう。

3．教科書におけるパフォーマンス課題

の検討

（1）教科書分析の目的と分析の方法

本章では，2020年度より使用されている外国

語科教科書の分析を行い，外国語科で求められ

る資質・能力の具体的な姿を明らかにするとと

もに，単元構成のあり方や評価といった授業づ

くりに関わる具体的な方向性や検討が必要な点

について浮き彫りにしていきたい。

分析においては，パフォーマンス評価の理論

と実践における著名な論者であるウィギンズと

マクタイ（Wiggins and McTighe）が示す，パ

フォーマンス課題シナリオ作成の際の6要素

（GRASPS model)9) を用いる。

G：Goal

何が目的（Goal）か？

R：Role

(子どもが担う）役割（Role）は何か？

A：Audience

誰が相手（Audience）か？

S：Situation

想定されている状況（Situation）は？

P：Performance

生み出すべき完成作品・パフォーマンス

（Product, Performance）は？

S：Standard

(評価の）観点（Standard, criteria）は？

この6要素を参照し，単元に設定されている

パフォーマンス課題の特徴や方向性，および課

題設定や評価に関わる授業づくりのあり方を検

討する。

分析する視点としては，これまでの内容を踏

まえて，以下の4点とする。

①単元構成について，『We Can!』で示されて

いるような逆向き設計に立っているか。（G）

②最終的にはどのようなパフォーマンス課題が

設定されている傾向があるのか。（どの領域

が主となる活動が位置づいているか。）（P）

③目的や場面・状況に応じたコミュニケーショ

ンの展開となっているか。（Role/Audience/

Situationはどのような設定になっているか。）

④どのようなパフォーマンスになればA評価／

B評価／C評価なのかという，パフォーマン

スを評価する観点や規準・規準が具体的に示

されているか。（S）

以上の4点を見ることで，求められる資質・

能力を具体的に見取るとともに，授業づくりで

必要とされる場面の設定や活動での留意点を見

出していく。

小学校外国語科教科書におけるパフォーマンス課題の検討と求められる評価の工夫

15



（2）対象とする教科書教材とその選定理由

今回分析の対象とするのは，以下の教科書で

ある（いずれも令和2年発行である）。

(a）東 京 書 籍『New Horizon Elementary

English course』5年，6年。

(b）光村図書『Here We Go! 』5年，6年。

(c）教育出版『One World Smiles』5年，6

年。

選定理由としては，シェア第1位，第2位のも

のである2社と，筆者の勤務するK地域におい

て上記2社以外の採択教科書であるシェア第4位

の1社のものとした。

分析の対象とする活動については，単元のパ

フォーマンス課題として設定されたと考えられ

る，単元の最後にある大きな活動や，複数単元

を集約する大きな活動を対象とした。

なお，児童用教科書紙面に加えて，教師用指

導書（朱書版，指導書）についても参照し，活

動のねらいや意図について分析する際に参考と

した。

（3）分析結果と考察

今回，紙面の都合ですべての単元におけるパ

フォーマンス課題の一覧表を載せることができ

ないが，上記の分析項目①∼④について，具体

的な事例を引用しながら見ていく。

①単元構成について

（a）東京書籍

5年生，6年生ともに一学年で8つのユニット

から成り立っている。1単元の構成は表紙（1

ページ）（導入）のあと，それぞれ見開き2ペー

ジの「Starting Out」（基本的な語彙や表現の

導入，Input），「Your turn」（語彙や表現の定

着，発 信 の た め の 活 動），そ の 後「Enjoy

Communication」（自分自身のことについての

発信）が続く。その後，「Over the horizon」で

そのトピックに関連した国際理解教育の内容が

展開されている。文字と音声の気づき等の言

語・音声・文字関連については，各ページに位

置づけられている。

東京書籍では，各単元の最終にある「Enjoy

Communication」が各単元のゴールとなり，パ

フォーマンス課題となるものである。このパ

フォーマンス課題で必要となる語彙や表現を，

小さなステップごとに定着させていく流れに

なっている。さらに東京書籍で特徴的な点とし

て，複数単元のまとまりごとにテーマが掲げら

れ（6年Unit1-3 は「世界の国々」，Unit4-6 は

「世界と日本」，Unit7-8は「中学校への扉」と

なっている），そのまとまりごとに大きなパ

フォーマンス課題として「Check your steps」

という活動が設定されている（各学年で3つ設

定）。複数単元を通して学んだ内容を結びつけ

たり深めたりした学習を「発信」し，それを自

分自身が振り返る意図がある（自己評価）。

（b）光村図書

1学年9つのユニットで構成されている。一つ

の単元においては，見開き2ページでの「Hop!」

（単元のトピックに関連したストーリを見る

Storyと，英語の表現に慣れ親しむLet’s play），

その後，各見開き2ページの「Step!1・2」（そ

のトピックに必要な単語や表現の理解から表現

を用いた発信の練習）を踏まえて，最終のパ

フォーマンス課題が提示されている見開き2

ページの「Jump!」が位置づく（「You can do

it!」の活動ではそのトピックについての発表な

ど）。東京書籍と同様に，最終のパフォーマン

ス課題で必要な表現や語彙について，ステップ

を通して学習する流れになっている。その後，

「Fun time」の見開き2ページで読むこと，書

くことについての活動が掲載されている。

さらに，光村図書でも複数単元をまとめる形

で「Review」という見開き2ページがあるが，
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表1 教科書会社3社の各単元パフォーマンス課題の主要領域（筆者作成)

東京書籍 光村書籍 教育出版

学年 5年 6年 5年 6年 5年 6年

全単元 8

3

(
check

)your
steps

8

3

(
check

)your
steps

9 9 9 9

話(や) 4
u1，u2，
u5，u6

0 1 u7 0 5
u1，u2，
u4，u7，
u8

1 u3 3
u2，u7，
u8

1 u6

話(発) 4
u3，u4，
u7，u8

3 7

u1，u2，
u3，u4，
u5，u6，
u8

3 4
u3，u5，
u6，u9

8

u1，u2，
u4，u5，
u6，u7，
u8，u9

6
u1，u3，
u4，u5，
u6，u9

8

u1，u2，
u3，u4，
u5，u7，
u8，u9

光村図書では，このページが国際理解教育の側

面を強く打ち出した部分となっており，「世界

の友達」など，これまで学習してきた語彙や表

現について，世界に目を向けた内容を見ること

で復習するようになっている。（児童のパ

フォーマンス課題としての要素はあまり見られ

ない。）

（c）教育出版

教育出版では，各学年9つのユニットで構成

されている。一つの単元においては，見開き2

ページごとに，「Let’s watch」を中心とした導

入のページ，次の見開きに「Let’s listen1,2」

（学習する語彙や表現についてのInput，単語か

ら文章へレベルアップ）, 3つ目の見開きが

「Activity」（語彙や表現を用いて端的に発話す

る活動）となっている。その後，最終の見開き

2ページが「Final Activity」として，ポスター

や発表原稿を「Read and Write」として行った

上で自分自身のことについて発表したり，伝え

合ったりする活動が設定されている。「Final

Activity」で用いる語彙や表現について，音声

を聞くInputから徐々にOutputさせる段階を踏

み，活動につなげる流れになっている。最後に

「Sounds and Letters」として読み書きに関する

ページやReview（自己評価）の欄がある。

なお，教育出版では複数の単元を関連づけた

大きなパフォーマンス課題は設定されていな

い。

以上の3社の検討から，単元構成については，

どの教科書においても，『We Can!』で見られ

た「逆向き設計」にたった単元構成になってい

るということがわかる。さらに，東京書籍で

は，各単元のパフォーマンス課題をふまえて，

複数の単元にまたがるテーマにもとづくパ

フォーマンス課題を設定することで，児童の学

びの定着や深まりをさらに見取ろうとする活動

も設定されていることが明らかとなった。

②パフォーマンス課題の傾向

次に，課題の最終に位置づけられているパ

フォーマンス課題の傾向を知るために，表1を

作成した。「話（や）」は「話すこと（やりと

り）」（即興で相手に伝える，自分の考えや気持

ちを伝え合う），「話（発）」は「話すこと（発

表）」を表している。また，たとえば「u1」は

Unit1を指し，数字はその領域に該当する課題

の個数（単元数）を示している。

表1の数字からは，話すこと（やりとり），話

すこと（発表）の領域でパフォーマンス課題が

設定されていることがわかる。音声面での指導

を重視し，言語活動を中心とした授業を展開す
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表2 各単元パフォーマンス課題のR（役割）とA（相手）による分類（筆者作成)

東京書籍 光村書籍 教育出版

学年 5年 6年 5年 6年 5年 6年

全単元 8＋3
check
your
steps 3

8＋3
check
your
steps 3

9 9 9 9

①自分
⇔友達

6
u1,u2,u3,

u4,u5,u8
6

u1,u2,u4,

u5,u7,u8

C2(世界と

自分のつな

がりを発見

して紹介),

C3(卒業記

念の寄せ書

き)

8
u1,u2,u3,

u4,u5,u8,

u9
6
u1,u3,u4,

u7,u8,u9
7
u1,u2,u3,

u4,u5,u8,

u9
9

u1, u2 ※,

u3 ※, u4,

u5(行きた

い国の旅行

案内を使っ

て,行きた

い国を紹介

し よ う),

u6,u7,u8,

u9

②自分
⇔外国
の人

1＋3

u7(日本の

素 敵 を ア

ピー ル す

る)

C1(はじめ

て会う外国

の人に自己

紹 介), C2

(あなたの

地域のおす

すめを外国

gの人に紹

介),C3(「日

本 の す て

き」を英語

の先生に紹

介しよう)

0＋1

C1(ALTや

有名人など

外国の人に

メッセージ

を 伝 え よ

う。)

0 2

u2(外国か

らのお客様

に日本の行

事を紹介し

よう)

u6(外国か

らの観光客

のために自

分たちの町

の パ ン フ

レットをつ

くり紹介し

よう)

1

▲u6(外国

の友達と一

緒に行って

みたい都道

府県につい

て 伝 え よ

う)

0

③role-
play

1
u6(レスト

ラン店の人

と客)
2

u3 (「旅 行

代理店役」

「客 役」),

u6 (カレー

ショップと

客のグルー

プ)

1

u6(行きた

い国の「一

日 親 善 大

使」)

u7 (レスト

ラン店の人

と客)

1

u5(世界で

活躍する紹

介したい人

を決め,ゲ

ストと司会

者を演じ,

なりきりト

ークショー

をする)

1
u7(レスト

ラン店の人

と客)
0

ることがめざされているからだと考えられる。

さらに，発表に合わせてポスターやカードを書

き，それを紹介する課題が多く，友達のものを

読んだり，発表を聞いてコメントするなど，話

すことの課題ではあるが，4技能が統合化され

た活動が仕組まれている。

さらに，興味深いのは，5年生では「話すこ

と（やりとり）」が最終課題となる割合が一定

あるが，6年生では事前のActivityでやりとり

を行い，それを踏まえて「発表」するパフォー

マンス課題の割合が極めて多いということであ

る（表1網掛け部分）。この点については，ト

ピックが難しくなり，内容が分厚いものとなっ

てくる6年生では，即興的なやりとりで情報交

換したうえで，自分の発表内容をねりなおして

発表するという形式がより活動に即しているか

らではないかと考えられる。一方で，授業づく

りにおいては，発表活動とやりとりの活動のバ

ランスが重要となってくることも留意すべきで

ある。

また，表2は，各単元のパフォーマンス課題

において，R（役割）およびA（相手，聴衆）

のカテゴリーで分け，その内訳を見たものであ

る。ここからは，①の自分と友達の関係のなか

で，「自分のことを発信する」課題が非常に多

いことがわかる。たとえば，自己紹介，バース
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デーカードを贈ろう,ヒーローを紹介しよう，

グループで調べたことを発表しよう，小学校の

思い出アルバムを紹介しあおうというゴール設

定の課題である。

そして，主に日本の文化・行事を発信する単

元において②外国の人に向けて自分が発信する

という役割設定がなされている。東京書籍で

は，複数の単元を貫く「Check your steps」の

活動がすべて外国の人に発信するという目的が

一貫して設定されていることが特徴的である。

実際にALT（外国人指導助手）を相手として

意識したり，いない場合は有名人に，というよ

うに，具体的な相手意識を持たせるような記述

もある。

このように，多くの単元が①の自分自身の生

活に即した活動として設定されていること，そ

して日本の文化等を発信する単元では，外国の

人を具体的に想定することを重視して活動が設

定されていることが見て取れる。これは，上述

のように，自分の考えや気持ちを伝え合うこと

ができるという資質・能力の育成を「言語活

動」を通して行おうという方針を具現化したも

のである。

さらに③ロール・プレイとして，なにかの役

割になりきって言語活動を行う課題も主に2種

類，どの教科書会社も同様の設定で位置づいて

いる。すなわち，「Where do you want to go?」

については，「旅行会社とお客」，レストランで

のやりとり（What would you like?）では「旅

行会社役と客」という設定である。

これらについては，こうした表現が求められ

る具体的な状況での課題設定がなされるよう，

役割を指定しているものと思われる。一方で教

育出版では，すべての活動を①自分自身にひき

つけた課題として設定している。自分の思いを

含めて発信する課題として設定することで，

ロール・プレイとはまた異なった内容の発信と

なるだろう。どちらの設定がよいかではなく，

こうした点に目を向け，どのような活動や表現

を引き出したいのかによって，選択していくこ

とが求められる。

③目的や場面・状況に応じたコミュニケーショ

ンの設定・必然性の弱さ

しかしながら，一方で，状況（Situation）の

設定や，相手意識（「誰に伝えるのか」）の要素

で分析を行っていくと，「なぜ今その活動をし

なければいけないのか」という点は，かならず

しも十分に設定されているとは言えない課題も

ある。たとえば，東京書籍６年生Unit5では，

「We all live on the Earth」というタイトルで，

最終的には食物連鎖についてのつながりを調

べ，発表するという課題がある。幅広い教科内

容を英語を通して学ぶ（CLIL）という視点で

は，豊かな実践が期待される。しかしながら，

Situation（状況）として，なぜ今食物連鎖につ

いて，友達に発表をしなければならないのか，

そこにあるべき「必然性」は紙面や指導書にお

いてはあまり示されていない。

実は，そのために，導入に位置づくページで

は，そのトピックに関する動画を視聴したり，

教師によるTeacher’s Talkを聞いたりして，話

題に関する興味関心を高める活動がある。こう

した活動をより充実させ，単元の内容やパ

フォーマンス課題に対する課題意識を高め，児

童にとっての「必然性」を作り出す必要があ

る。

このように，「なぜ今この発表（やりとり）

をする必要があるのか」という状況の設定は教

科書紙面では具体的に設定されていない点も多

く，いかに教師が真正の文脈として（児童が今

やりたい，と思える様に）提示できるかが求め

られる。単元構成で上述したように，最終の課

題から設計する際にこの視点も重要になる。

小学校外国語科教科書におけるパフォーマンス課題の検討と求められる評価の工夫

19



3

図3 児童の書くことの作品の例示がある紙面

(教育出版,6年,p.70)

4

図4 児童の発表の「伝える工夫」に意識させる紙面

(光村図書,6年 教師用指導書(朱書き),p.43)

④パフォーマンスを評価する具体的な観点や規

準・規準

最後に，評価の観点や内容がどのように教科

書に具体化されているのかについて見ていきた

い。2020年度より新しい評価の観点として「知

識・技能」「思考・判断・表現」，「主体的に学

習に取り組む態度」となり，とくに後者の２つ

の観点をパフォーマンス課題でどのように見取

ればよいのか，議論が進められている途中であ

る。とくに「思考・判断・表現」について，具

体的にどのような児童の姿を基準として評価し

ていくのか，浮き彫りにしていきたい。

各教科書を見てみると，パフォーマンス課題

の「内容」「発表（やりとり）の工夫・相手意

識」が観点として共通に示されていることがわ

かる。

まず，「内容」の観点を見ていきたい。

教育出版では，児童が使うワークシートのモ

デル文が示されていることで課題の合格点（B

評価（「おおむね満足できる」）の姿）を具体的

にイメージすることができる。またこの作品例

を頼りに作成することができるという点では良

い。しかしながら，示されている例にはA評価

（「十分に満足できる」）の児童の例が少なく，

さらにどのような内容の深まりがあれば良いの

かは明示されてはいない（図3）。

光村図書でも同様に，発表ややりとりで必要

な語彙や表現については，最低限書くことので

きるワークシートが示されており，多様な児童

が到達できるような手立てがあるものの，そこ

からどのように深まりがあればA評価となるか

については明示されていない（図4）。

ただし，どちらの教科書においても，その活

動に入る前段階の活動で，世界の様々な事例を

動画で視聴することや，児童のやりとりを踏ま

えた活動を展開している。そうした活動におい

て教師がより豊かな表現を示したり，褒めるな

どのフィードバックを行うことで，内容の深ま
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5

図5 児童の発表の「内容の深まり」，および「伝え

る工夫」に意識させる紙面

(東京書籍,5年 教師用指導書(朱書き),p.79)

りについて児童の意識を向けることは可能とな

る。そのような視点を持って指導にあたる必要

がある。実際に，教育出版の指導書には，動画

（子どもたちの発表のお手本となるような実写）

を参考に，「発表の内容や伝え方などで，よい

ところや気づいたところ，言ってみたいことな

どについて共有し，自分たちの活動に生かして

いくようにするとよい」と記されている（6年，

教師用指導書，p.85）。

東京書籍においては，パフォーマンス課題に

向かうプロセスを可視化している（図5）。つま

り，Step1で最低限必要とされる表現を決め，

Step2でさらに内容を深めたり，練り直したり

するやりとりの活動が入っている。その上で，

Step3としてパフォーマンス課題を行う設定と

なっている。このように，Step2が設定されて

いることは，パフォーマンス課題の「内容」が

一つの評価の観点となることを児童に意識さ

せ，さらにペア活動等で練り上げる機会を設定

する必要性を示している。授業において，こう

した活動の場面や指導が重要になることがわか

りやすく示されている。

さらに具体的には，教師用朱書き指導書や児

童の発表例スクリプトから以下のような求めら

れる姿が抽出できる。とりわけ，これまで学習

した表現を用いてさらに内容を膨らます（関連

する内容について自分の情報を付け加える）こ

と，「話のつながりを考えて話す内容の順序を

変える」（東書，U2），Do you know? Do you

like?とすでに学習した表現を用いて話を引き

出す（東書，U3），ということが示されてい

る。こうした具体的な姿をA評価の具体的なイ

メージとして見取ることができる。

次に，「発表ややりとりの形式の工夫や相手

意識」について見ていきたい。

注目すべきは，教育出版では常に各単元の自

己評価として，「わかりやすく伝えようとした

か」というような相手意識について項目を挙げ

ていることである。

東京書籍では，相手とよりよく伝えあうため

の具体的な表現やポイントを「TIPS」という

形で示している（図5）。相槌，身振り手振りな

どの非言語コミュニケーションや，笑顔を見せ

ることや反応を返すこと，具体的にI see./Me,

too.などのCommunication Strategyが取り上げ

られている。また，先に見た光村（図4）では，

伝える側だけではなく，「聞く側」においても，

「うなずいたり，感想を言ったりして反応しよ

う」とあったり，「発表が終わったら英語で一

つ質問をしましょう」（東書）とあるように，

互いに対話をつなぐ工夫が求められているとい

える。こうした点がA評価の児童の具体的な姿

だと見えてくる。

以上のように，単元最終のパフォーマンス課
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表3 東京書籍、5年生 Check Your Steps 3 ルーブリック例（話すこと〈発表〉）（東京書籍HPより)

評価規準 A B C

知
識
・
技
能

「日本のすてき」を
英語の先生に紹介す
るために，学習した
語句や表現を使って
いる。

「日本のすてき」を英語の
先生に紹介するために，学
習した語句や表現で正しく
伝えている。

「日本のすてき」を英語
の先生に紹介するため
に，学習した語句や表現
を相手に伝わる程度に
使っている。

「日本のすてき」を英語
の先生に紹介するため
に，学習した語句や表現
を使うことができない。

思
考
・
判
断
・
表
現

「日本のすてき」を
英語の先生に紹介す
るために，目的や場
面，状況などに応じ
て，学習した語句や
表現を選択して話し
ている。

「日本のすてき」を英語の
先生に紹介するために，目
的や場面，状況などに応じ
て，学習した語句や表現か
ら選択して整理し，枠の中
に関連する3文以上を入れ
て話している。

「日本のすてき」を英語
の先生に紹介するため
に，目的や場面，状況な
どに応じて，学習した語
句や表現を選択して，枠
の中に2文程度入れて話
している。

「日本のすてき」を英語
の先生に紹介するため
に，目的や場面，状況な
どに応じて，学習した語
句や表現を選択して話し
ていない。

取
り
組
む
態
度

主
体
的
に
学
習
に

「日本のすてき」を
英語の先生に紹介す
るために，他者に配
慮しながら，伝わる
工夫をして話そうと
している。

「日本のすてき」を英語の
先生に紹介するために，他
者に配慮しながら，十分に
相手に伝える工夫をして話
そうとしている。

「日本のすてき」を英語
の先生に紹介するため
に，他者に配慮ながら，
相手に伝える工夫をして
話そうとしている。

「日本のすてき」を英語
の先生に紹介するため
に，他者に配慮しなが
ら，相手に伝える工夫を
して話そうとしていな
い。

題の分析を通して，求められる資質・能力と

は，相手意識を持ち，これまで学習した語彙や

表現を活用し，話の順序を工夫したり，内容を

豊かに膨らますことで相手によりよく伝える力

であり，伝え合う際には相手を意識し，細やか

な態度や反応の言葉の工夫をもって伝え合う力

であることが見えてきた。

一方で，教科書紙面から見えてくる課題とし

ては，教科書紙面のみでは，児童にとってどの

ような姿になれば求められる姿となるのか，

ゴールの姿がなかなか見えにくいということが

挙げられる。教師は授業において，教科書にち

りばめられたそうしたゴールの姿の具体的な事

例を意識的に捉える視点が必要であり，さらに

児童自身がそれらを意識できるような具体的な

手立てに変えていかねばならない。この点がま

だ整理されているとは言い難い。

4．パフォーマンス課題と対応したルー

ブリック評価の工夫と授業づくり

（1）パフォーマンス課題に対応する評価規

準・規準の設定

学習評価には，目標（育てたい資質・能力は

何か）とともに，方法（評価方法）がかならず

セットで含まれているべきである。つまり，学

習評価の記述には，「どんな観点から」，「どの

ような規準で」，そして「どんな方法で（どの

ような評価材料で）」評価するのかを想定して

おく必要がある。目標と評価を一体化して捉え

て初めて，指導と評価が一体化する。

そこで注目されるのが，パフォーマンス課題

とセットで「ルーブリック」（評価規準・基準

を具体的な記述で表した表）を設定し，活用す

ることである。こうした活動においてこそ，

「思考・判断・表現」の観点で子どもの学びの

状況をとらえ，さらにその内容を伴った学びに

おける学びの積極性を「主体的に学習に取り組

む態度」として評価することが妥当である。

表3は，東京書籍が示している課題に即した
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表4 小学校外国語 話すこと（発表）の一般的ルーブリック例（筆者作成）（教育出版HPより)

話すこと（発表）の一般的なルーブリック（例)

(知識・技能) 思考・判断・表現 思考・判断・表現／主体的に学習に取り組む態度

英語表現 発表内容
伝える工夫
（表情,動作,声)

※ポスター・発表資料

A

当該単元の表現だけで
なく,伝える目的や場
面,状況や相手に応じ
て,これまでの既習事
項を組み合わせて用い
ている。

相手により伝わりやすいよ
うに意識して,伝える内容
やその順序を考えている。
自分の思いや考えを効果的
に伝える内容となってい
る。

豊かな表情で,アイコン
タクトやジェスチャーを
効果的に用いて伝えられ
ている。伝える声の大き
さやスピードが的確であ
る。

相手の興味を促したり,
理解しやす内容やレイア
ウトになっている。相手
のよりよい理解のため
に,話す順序に工夫が見
られる。

B
当該単元の表現を適切
に用いている。

自分の伝えたい内容を伝え
ることができている。

アイコンタクトやジェス
チャーを何とか用いよう
としている。聞こえる声
で伝えている。

相手に伝わるようにレイ
アウトや内容に工夫が見
られる。

C

当該単元の表現を使う
のに自信のなさが表れ
ており，間違いも見受
けられる。

自分の伝えたいことを伝え
るのに苦労している。

アイコンタクトができて
おらず，ジェスチャーも
用いようとしていない。
声が相手に届きにくい。

レイアウトや内容につい
て,工夫が見られない。

ルーブリック例である10)。表4は教育出版が示

している単元を通じた話すこと（発表）での

ルーブリックである（筆者が作成してい

る)11)。

縦軸・横軸は逆となれども，「知識・技能」

では単元で学習する語彙や表現が適切に用いて

いるか，「思考・判断・表現」のAでは目的や

場面，状況などに応じて，内容を自分で選択し

て整理したり，豊かな内容で示せているかを見

取ること，さらに「主体的に学習する態度」と

して，相手に伝える工夫を位置づけていること

が共通している。一方で，表3では，具体的な

活動におけるルーブリックであるため文の数が

3文以上，などの数量的な示し方があるのに対

し，表4では発表活動を通して用いることので

きる一般的ルーブリックであるため，やや抽象

的に書かれている。こうしたルーブリックには

唯一絶対のものはなく，重要なのは活動におい

て教師と児童の双方が，具体的にどのような姿

になればA評価なのかを明確化，共有化するこ

とである。

先に述べたように，教科書紙面のみでは，単

元最後のパフォーマンス課題で具体的にどのよ

うな姿を目指せばよいのかについて，数点は示

されているものの，全体像として具体的に示さ

れてはいなかった。したがって，こうしたルー

ブリックを活用することで，ゴールの姿，すな

わち育てたい資質・能力をより明確にできる

（目標の明確化）。さらには，こうしたルーブ

リックを子どもたちとも共有することで，子ど

も自身がゴールとして求められている目標（ど

んな項目でどんな姿になればよいのか）を意識

することができ，自分自身の現在の到達点や改

善点を知ることにもつながる（目標の共有化）。

このように，新しい評価の観点が求める姿，

すなわち求められる資質・能力を評価するため

には，こうした真正で複雑な課題としてのパ

フォーマンス課題の設定と，それに即して具体

的な姿を示すルーブリックをあわせた活用が有

効である。
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6

図6 ワークシートに見る子どもの発表原稿の変容

（出典：直山木綿子(2019)『初等教育資料』2019年

5月号より筆者が整理した)

（2）各授業における評価を意識した工夫

では，ルーブリックを共有した上で，一つひ

とつの授業において，個々の子どもの思考や学

びの実態をより丁寧に「見える」ようにするに

はどうしたらよいのだろうか。

第一に，単元の見通し，授業内での見通しを

持たせる際に，その評価の観点・評価方法を子

どもにも知らせて共有する。導入の際の教師の

デモンストレーションによって，そのトピック

の学ぶ必然性を教師が伝えたり，さらにパ

フォーマンス課題の前に設定されている動画の

児童例を用いる際に，どのような姿となってい

ればAなのかを示すことが重要である。

第二に，活動中に，ルーブリックでCに位置

する子どもに対して，声かけやヒントカードの

提示など，必要な支援を個別に行う。このとき

も，ルーブリックにおける項目ごとに目標が明

確であるからこそ，必要な支援が見えてくる。

第三に，授業の最後の教師のまとめや振り返

りが重要である。教師がどのような言葉で（ど

のような観点で何を褒めるのか，何を改善点と

して示すのか）は子どもの自己評価や相互評価

にもつながる重要な「評価言」となる。A評価

の具体例にあたる児童の姿を褒めていく。

第四に，授業づくりにおいて，評価材料とし

て何を残すかを意識するとき，ワークシートや

ノートの記述などの，子どもの思考の足跡が見

えるもの（「記録に残す評価」）を授業でどこに

位置づけるかということも重要な視点となる。

たとえば活動の「前」，「途中」，「終わり」の各

段階において，子どもの思考・意識の変容が図

や言葉で表れるようなワークシートの開発や

ノートの活用，グループにおいてはホワイト

ボードの記録の活用など，刻々と変化する子ど

もの学びの実態を可視化し，さらにそれを蓄積

する（「ポートフォリオ」化する）ことで，子

どもそれぞれにおける知識・理解の定着（でき

る）にとどまらない，「分かる」「使える」とい

うレベルの学習の状況，変容をつかむことがで

きるようになる。

さらに第三，第四の点は，子ども自身が自分

自身の学びを意味付けることに大いに役立つ。

主体的に学習に取り組む態度で重視されること

となった「自己調整」にもつながる。

（3）｢主体的に学習に取り組む態度」の観点

と授業づくり

では，「主体的に学習に取り組む態度」が見

られるかどうかをどのように評価するのか。上

述のように，授業中の発言，教師による行動観

察による記録を基にすることが示されている。

さらに，あくまでも教師が評価をするうえで参

考にできる資料としての活用ではあるが，児童

生徒による自己評価（児童によるワークシート

の記述や振り返りカード）や相互評価も活用

し，多面的な評価を行うことが求められてい

る。

また，この観点は1単元を通して，あるいは

複数の単元を通して，比較的長期的に児童生徒

の変容を見取ることが求められている。

実際にこうした力を育成するためには，子ど

も自身が自ら試行錯誤する時間や機会をもち，

さらに自らの学習を振り返る時間や機会を持つ

ことが何より大切となる。図6は，外国語で自

分のヒーローについて発表することをゴールと

する単元で，発表原稿をもとに友達同士でやり
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とりをする場面である。やり取り前とやり取り

後を比較すると，新しい文が二つ追加されてい

る。これは，友達との発表練習や質疑応答の中

で，友達に尋ねられた部分であり，発表する子

どもが自分の原稿に入れたほうがより伝わりや

すいと判断して加筆したものである。（色ペン

などで加筆した部分がわかるようにしてもよ

い。）先の図5におけるSTEP2の活動と同様で

ある。

こうした修正部分について，その時間のふり

かえりの際に，加筆した意図などを教師がピッ

クアップして児童に聞いたり，意味づけしてい

く。そうすることで児童自身に「どこに着眼し

たらより伝わる発表内容となるのだろうか」と

いう思考をも促しながら，自分自身の学習を振

り返らせ，次の学習へ向かわせることができ

る。小学校外国語科では広く行われるように

なった授業後の「振り返りシート」の記入にお

いても，「今日の授業で何ができるようになっ

たのか」，「次は何に焦点を当てて工夫したいの

か」，などを記入できるように，教師が声掛け

したり，そうした記述を引き出していく。この

ように，子ども自身が自分自身の変容を意識す

る機会を取り入れることが大切である。

このように，教科書を活用しながら指導をし

ていく際には，学習評価で重要な「どんな観点

から」，「どのような規準で」，そして「どんな

方法で（どのような評価材料で）」評価するの

かについて，以上のような具体的な手立てを意

識していくと良い。

5．おわりに

本稿では，小学校外国語科の教科書における

単元構成のあり方，そして単元の後半に設定さ

れたパフォーマンス課題の検討を通して，小学

校外国語科で求められる資質・能力の内容をよ

り具体的に明らかにすること，そして授業づく

りや評価において求められる工夫を浮き彫りに

することを目的とした。

本稿で見てきたように，教科書単元で示され

るパフォーマンス課題は，「コミュニケーショ

ンの目的や場面・状況」に応じて，相手意識を

持ちながら自分の考えや気持ちを伝え合うとい

う，小学校外国語科として求める資質・能力を

具体的に示し，育てる活動である。そして単元

構成においては，その活動をはじめに具体化

し，見通しを持った上で語彙や表現の学習を

行っていくという「逆向き設計」の道筋がある

こと（これは児童にとって，なぜこの活動を今

すべきなのかという状況の具体的な設定にもな

る），そしてその指導においてはルーブリック

の設定を行い，教師と児童の双方が具体的にど

のような姿となればAのゴールの姿になるのか

を明確化・共有化することが必要となることが

示された。さらに授業のプロセスにおいては，

教師の手立てとして，その学習の変容を捉える

ような評価の視点を持ち，授業における教師の

デモンストレーションやフィードバックを行う

こと，さらに授業過程での学習の自己調整を促

す活動や時間の設定を組み入れることの重要性

が浮き彫りとなった。

2020年度より活用されている教科書は小学校

外国語科初となる検定教科書であり，それまで

の移行期教材（文科省，『We Can!』）に基づい

たものとして各社の内容は大差無い。しかしな

がら，こうしたパフォーマンス課題の設定から

はそれぞれ具体的に示す程度や内容には個性や

差が出てきている。こうした比較によって現段

階で紙面にあらわれている内容の共通した傾向

を掴むとともに，とくに「思考・判断・表現」

としてどのような資質・能力を育てていけばよ

いのかという具体的な指導内容については，コ

ミュニケ―ション・ストラテジーや内容の精錬

化といった，これから深めていかねばならない

内容も浮き彫りとなった。合わせて，どのよう

なルーブリックを具体的に設定するのかを見て
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いくことによって，より詳細な吟味ができるよ

うになるだろう。

今回はパフォーマンス課題を中心とした切り

口でのみ教科書の紙面・指導書等の資料の分析

を行ったことにとどまっている。今後は，3社

のみならずこうした視点で前者を比較検討する

こと，なおかつパフォーマンス課題やルーブ

リックの設定に関して，学校現場での教科書活

用が具体的にどのように進められているのかを

調査することが課題となる。引き続き研究して

いきたい。
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